
…ﾇZﾉさわ壷妙さしてぅ）

|誌沢 2014年11月1日

エコネツト
藤沢環境運動市民連繁会議

第246号

E
(略称）燕択エコネツ§

〃
･ぜん息は年々増えている主

な
事
記

http://members3.jcom・home.ne.jp/fujisawaeconet/
｢パパとママの学習会」内部被ばく

事務局 e-raail:aoyagidc@jcom.home,ne.jp青柳
。大清水基本協定廃止市民と議会を軽視

B/FAX0466-87-4922
･放射能測定値・海洋エネ研究所を要望

未来の君たちへ！I藤沢Eco2まつり

～第19回ふじさわ環境フェア～』開催

昨年の明治市民センターから、市民会館に戻る12月13日開催のふじさわ環境フェア、寒く、せわし

ない年末の開催とはいえ、12月は地球温暖化防止月間。この重要な月に私たちの生活、もとい文明その

ものを維持するために変えていくべき日々の行動は多岐に渡る。その結果がすべての命に対して人類が影

響を及ぼさない、そんな自然界の第一法則に戻れるはず。

しかし42万人の藤沢市民のうち、1パーセントに満たない3000人台の来場者が、環境フェアの現

実である。来たくても来れない方、大切な用件がある方など、残りの99パーセントの市民力環境の事を

いっさい考慮しない、そんな方々ばかりではあるまいが、この集客をもって大成功とは語れない。

穀物やエネルギーの輸入、肉を中心とした外食、市内での電気やガスの利用量、排出される二酸化炭素

を主とする温室効果ガス、一人ひとりが減らさなければならないこれらを市民全員が意識して行動するた

めに、いまだ伝えることの大切さを痛感する。

高校生くらいまでは吸収してくれて、あとは行動だけ。しかしそれ以上の世代だと責任転嫁、他のアジ

アの国からの排出が問題なのだと、意識すら明後日の方向に向いてしまう者もいる。少なくとも市内にお

ける温室効果ガス排出の6分の3は産業からだが、家庭からと、お店などからと、運輸がそれぞれ6分の

1を占める、自分自身力影響を及ぼしている実感がないままに、夏の暑さが辛いだの、季節がおかしいだ

の、病気が怖いだの、言いたい事を言っている。せめて地元のお米をもっと食べてから文句を言えと。

温暖化は困る、節電は大切、それは知れ#渡って

いるが、それ止まりでは何も解決しない。

藤沢市では外部からのエネルギーに頼っていた

ものを少しでも自力で作り出すために、計画を進

めている。エネルギーですら自給できる時代に、

日々の利便性や快適を追求する欲をそのままにし

てよい訳が無い。温室効果ガスと一緒に欲望も、

昨年より2パーセントずつ削減していきましょ雪

よ1．

ふじさわ環境フェア企画運営委員長青木正美

池の柵にとまるカワセミ矢板氏提供
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